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21COE－GLOPEでは、従来の経済学実験に、実験内容として従来の経済学実験に政治的な意志決定の要素を導入し、また、実験手法
として社会心理学実験の手法も加味し、それを「政治経済学実験」とよび、多くの研究プロジェクトを推進した。これらの実験は、2004年
に早稲田大学経済学研究科、政治学研究科内に共同で設置された政治経済実験室において主として行われた。設置当時、日本の大学に
おいて経済学実験を行う施設は数少なく、その先駆けの一つと考えることができる。政治経済実験の主要プロジェクトは、公共財供給ゲー
ムにおける協力の達成可能性を吟味する実験であるが、それに制度選択の投票という政治的意志決定の要素を加え、制度選択の手続きの
影響を調べた実験、さらに、グループ間の競争の要素を導入した実験など、世界的に例のない数々の新しいテーマの実験を行い、同時に
政治経済実験の手法を開発した。本報告では、5年間の研究期間内に理論班、構想斑で行われた主要な実験とその成果を報告する。
1，＿理論班主要プロジュクト
（1－1）プロジェクトテーマ「制度選択手続きと制度選択タイミング」
○プロジェクトメンバー　河野勝・川越敏司（公立はこだて未来大学）・船木由喜彦・上條良夫・竹内あい・松八重泰助
○実験実施日　　　　　2004／12／22（予備実験）、2005／02／03、2005／07／29、2005／12／02、2006／02／02・2006／02／03、
2006／05／29（予備実験・外生的制度・経験なし）
2006／07／13（予備実験・内生的制度・経験なし）
2006／07／20・2006／07／21（外生的制度・経験なし）
○実験実施施設　早稲田大学政治経済実験室（1号館401－2号室）
○実験の概要
本実験研究では，公共財供給ゲームにおいて、その後行われるステージを懲罰制度にするか報酬制度にするかを被験者が選択で
きるようにし，その選択手続き（多数決・独裁制）ならびに選択のタイミング（貢献度決定前・貢献度決定後）が，選択される制度や
被験者の貢献行動にどのような影響を与えるのかを検証した。
○当該研究より得られた新しい知見
①制度が貢献度を決定する前に決まるとき，選択手続きにかかわらず報酬制度よりも懲罰制度を選択するようになる。
（参制度が貢献度を決定した後に決まるとき，選択手続きにかかわらず，懲罰制度よりも報酬制度を選択するようになる。
③制度が貢献度を決定した後に決まるとき，多数決よりも独裁的に制度が決まる方がより多くの貢献がされる。
○成果を公表した出版物一一　一一一
上條良夫・竹内あい「公共財供給ゲームと内生的制度選択：選択手続きとタイミングの影響に関する実験分析」『早稲田大学政治経
済学雑誌』2007年7月，368，21－40。現在英語版を準備中
（1－2）プロジェクトテーマ「制度選択手続きとグループ間競争」
○プロジェクトメンバー　河野勝・船木由喜彦・上條良夫・近郷匠・竹内あい・松八重泰助
○実施日　　　　　　　2006／02／02・2006／02／03
0実験実施施設　　　　早稲田大学政治経済実験室（1号館401－2号室）
○実験の概要
本実験研究では，（1－1）の実験を2つの大きなグループに分けて、そのグループを固定し、実験を行った。一方のグループは多数
決，もう一方は独裁制にし，他のグループの利得を観察できるようにすることで，グループ間競争と制度選択の影響の分析を試みた。
○当該研究より得られた新しい知見
この研究はまだ予備実験的な段階であり，操作変数が多く，明確な結果が得られていないが，グループ間競争の影響はあり，その
影響は初期の制度に影響されるようである。
◎第2章プログラムの成果の概要
2．理論礫サブプロジェクト
（2－1）プロジェクトテーマ「プロジェクト（1－1）の国際間比較」
○プロジェクトメンバー　船木由喜彦・川越敏司（公立はこだて未来大学）・干洋・竹内あい・桧八重泰助
○実験実施日　　　　2005年9月9日　2006年2月15日
○実験実施施設　　早稲田大学北京事務所（ノートパソコンを日本から持ち込みLANでつなぎ，簡易実験室を構築）
○実験の概要
・2005年9月9日　基本的にはプロジェクト（1－1）の実験であるが、その基礎として、公共財供給実験に罰則制度を導入すること
による被験者の行動に変化を調べる実験である・更に，この実験においては，罰則の効率性（1単位の罰則コストを支払うと，罰
則を受けるものの利得が1単位削減される場合と、3単位削減される場合を比較）の実験も行った
罰則という具体的な制度が与えられた場合と従来の公共財投資実験の結果を比較することによって，罰則という制度が行動にど
のような影響を与えるかを検討している・更に・この実験は日本で行われた同様の実験を比較検証する目的もある．つまり，この
実験は・GLOPEで考察対象である決められたルールや制度がどのような政治経済行動を引き起こすかを具体化することと，中国
と日本において，同様の制度が結果に違いをもたらすかの制度の国際間比較を検証する試みの1つである．
・2006年2月15日　プロジェクト（1－1）の実験と同様、内生的に制度の選択権が与えられた場合と，外生的に制度を与えた場合
の公共財投資実験の結果を比較することによって，制度を内生的に決定される事が行動にどのような影響を与えるかを検討して
いる・更に，この実験は日本で行われた同様の実験を比較検証する目的もある・つまり，この実験は，外生的な制度と内生的な制
度における行動の相違が，中国と日本においてどのように異なるか、その国際間比較をすることが目的である．
0当該研究より得られた新しい知見
下記のいずれの結果も、日本よりも中国の方が顕著に表れている。
・2005年9月9日
●　3倍の罰則制度は公共財投資行動を促進させる効果が顕著である．
●1倍の罰則制度は，公共財投資行動を促進させる効果が小さい．
●　日本においても見られた結果であるが，投資の多い被験者が罰則されるという現象がみられた
・2006年2月15日
●多数決制度は投資を促進させる効果がある．
（2－2）プロジェクトテーマ「協力の可能性による社会的ジレンマの克服」
○プロジェクトメンバー　船木由喜彦、ヤナ・フイラステコヴァ（ナイメヘン大学）・竹内あい
○実験実施日　　　　2005年2月4日　2005年7月29日　2006年3月24日
○実験実施施設　　早稲田大学政治経済実験室（1号館401－2号室）、テイルブルグ大学CentERLab実験室
○実験の概要
5人一組の公共財投資実験において、協力をめぐる交渉が可能な環境を提供した。プレイヤーは提案を5人のグループの何人かに
提示し、すべてのメンバーが合意すれば、その計画が実現される0これは協力ゲーム理論に基づく交渉に非常に近いが、それを実
現するために、合意と実行という2ステップによる交渉、および、メンバーの外部からの優先的な提案の可能性を導入した。このた
‾‾‾めく‾‾この寛験の交渉プロセスは従来とは全くことなる∵新しい枠組みの実験となら‾た。‾
○当該研究より得られた新しい知見
このような新しい交渉の枠組みの下、従来の結果と異なり、全員の協力が数多く実現された0そのような交渉ができない従来の環
境に戻すと、被験者は通常の公共財供給ゲームの行動「非協力」に容易にもどってしまうことが観察された。
○成果を公表した出版物
ヤナ・フイラステコヴァ、船木由喜彦、ダーン・フアン・スースト「共有資源ゲームにおける提携形成：実験によるアプローチ」『社会
科学の実験アプローチ』河野・西條編著、動革書房，2007年10月
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3．GLOPE関連実験研究プロジェクト
（3－1）プロジェクトテーマ「戦略的推論能力の測定と意思決定の影響」
○プロジェクトメンバー　竹内あい、船木由喜彦、竹澤正哲（テイルブルグ大学）、ヤナ・フイラステコヴァ（ナイメヘン大学）
○実験実施日　　　　　①2005／12／1、2005／12／2、
（92006／11／09・2006／11／10・2006／12／01、2007／12／11・2007／12／12
③2006／12／21（予備実験）、2007／01／12・2007／01／15（予備実験）、2007／11／26－31（予備実験）
○実験施設 早稲田大学政治経済実験室（1号館401－2号室）、テイルブルグ大学CentERLab実験室、テイルブルグ
大学EconomicSocialPsychologyLab（ESPLab）
○実験の概要GLOPEでは，どのような制度が社会的ジレンマ状況においてより協力的な行動を促すかに関する実験研究を行ってい
るが，実は様々な制度の下で，被験者の行動には大きな個人差がある。この実験では，社会的ジレンマ状況における被験者の個人
差を，戦略的推論能力の差によって説明することを試みる一連の実験研究である。
①被験者を戦略的推論能力に応じて分類する処理と，自発的公共財供給ゲームを用いた3つの処理（第2ステージ：なし，懲罰ステー
ジ，報酬lステージ）に被験者を参加させ，それぞれの処理における被験者行動の関係を分析することによって，被験者の協力度
と戦略的推論能力との関係を分析する。
②先の実験では，被験者を戦略的推論能力に応じて分類する為にStrategicSophisticationCategoryという分類方法を新たに定
義した。しかし，このStrategicSophisticationCategoryの妥当性を検証しないと，先の実験の結果の妥当性が確認できない。
そのため，この分類方法とアイトラッカーを用いて反応時間・目の動き・予測精度などとの関係を調べた。
③人々がある」犬況に縛り返し参加するとき，人々はその状況に適している行動を学習する。学習に？いては学習の速度に但大差
があること，学習の仕方として考えられている理論が2つあること，が知られており，戦略的推論能力と速度や学習の仕方が関
係しているのではないかと予想された。そのため，本実験では∴戦略的推論能力を測る実験処理と，学習の速度を測る実験処理
とを組み合わせ，関係を分析した。
○当該研究より得られた新しい知見
①戦略的推論能力の低い（相手の取る行動を考えない）被験者は高い被験者に比べて貢献度が低いことがわかった。
②戦略的推論能力の高い被験者は低い被験者に比べて，反応時間が長く，相手の利得表により注意を払い，予測の分散がより高かっ
た。これらの結果は，StrategicSophisticationCategoryが被験者を戦略的推論能力に応じて分類する方法として妥当であるこ
とをサポートしている。
③現在、予備実験を続けているが、明確な関連性は表れていない。
○成果を公表した出版物
竹内あい「実験における戦略的推論能力の影響」『社会科学の実験アプローチ』言河野・西候編著、動草書房，2007年10月。他は準
備中
（3－2）プロジェクトテーマ「最後通牒ゲームにおける役割決定メカニズムに関する実験研究」
○プロジェクトメンバー　上條良夫・竹内あい
○実験実施日
○実験実施施設
2005／07／30（Random処理・Bidding処理）2006／01／25（Random処理・Bidding処理）
2006／02／02 （函由元癖「知66／6270台‾（じ示んげえ‾麺雇う
2006／12／04（Bidding処理）2006／12／11（RandomBidding処理）
2007／07／30（Asymmetric処理）
早稲田大学政治経済実験室（1号館401－2号室）
○実験の概要
現実に制度・手続きを応用するに際して、人間行動がなぜ・どのように理論による合理的予測から禿離することを明らかにすることは、
GLOPEの対象とする国際的な制度設計の点からも重要な問題である。本研究は、まさにその点を、最終提案ゲームにおける役割
決定手続きに着目して分析したものである。
○当該研究より得られた新しい知見
役割決定手続きを、各人の意思決定の結果決まるような内生手続きとすることが、一方では提案者により利己的な提案を与えるよう
な効果を持ち、他方では応答者に提案者の利己的な提案を受け入れるように作用することが確認された。その結果、内生手続きと
することが、分配問題に対する効率性を高め、ゲーム理論的予測に近い結果を導くことが確認された。
○成果を公表した出版物
論文準備中
◎第2章プログラムの成果の概要
（3－3）プロジェクトテーマ「社会的選好、特に互恵的選好の労働市場のパーフォーマンスへの影響」
○プロジェクトメンバ一　書間文彦、上條良夫、小森康博、内山登、吉村太希
○実験実施日　　　2005年11月17日、同年12月19日、2006年1月24日、同年12月7日、12月14日
○実験実施施設　　　早稲田大学政治経済実験室（1号館401－2号室）
○実験概要
構造的失業を前提とした労働市場実験：実験1は、労働生産性が既知である完備情報ゲームで、完全競争均衡が成立。実験2では
労働者の努力水準が未知である不完備2段階ゲーム（第1段階は賃金契約、第2段階は、契約労働者の努力水準決定）で、高い賃
金に対しては高い労働努力（すなわち、正の互恵的選好）が確認された。
さらに、社会的選好、とくに互恵的選好の労働市場メカニズムの効率性への影響をテーマとした実験研究であり、不完備情報下では
賃金制度、人事制度の設計上考慮すべき点として互恵的選好の重要性を確認し、このことから、他の社会的選好に関しても同様の
考察が必要であることを示唆する結果が得られた。
○当該研究より得られた新しい知見
先行研究、FehrandFalk（1999）（“wagerigidityinaCompetitiveIncompleteContractMarket：，JournalofPoliticalEconomy，
107（1）（Feb・1999），pp・106－134．）をコンピュータ化した実験を日本人の被験者に対して行った。
①完備契約下では完全競争市場均衡が成立し、市場メカニズムが機能していることを確認した。
②先行研究と同様に、不完備契約下では、完全競争均衡は成立せず、互恵的選好の効果が強く示唆された。
③本研究では、さらに、実験1・2の経済厚生水準の比較を詳しく検討し、不完備契約ゲーム下の互恵的選好均衡のほうが、完備
契約ゲームでの完全競争均衡よりもパレート優位となりうることを確認できた。
○成果を公奉しキ出師物
2005年秋のアムステルダムでの21COE－GLOPE国際シンポジウムで報告した。
その一部が、『産業経営』（早稲田大学商学学術院、産業経営研究所機関誌）に内山登「相互応報性の存在と経済への影響－ダブル・
オ‾クションの経済実験より賃金の硬直性と総余剰改善の考察－」として掲載予定（2008年）である。
（3－4）プロジェクトテーマ「株式市場におけるバブルの発生メカニズム」
○プロジェクトメンバー　広田真一、ShyamSunder（イエール大学）
○実験実施施設　　　イエール大学ビジネススクール実験ラボラトリ
○実験の概要
株式市場において、投資家の投資期間によってバブルの発生確率が異なるかどうかを考察した。
○当該研究より得られた新しい知見
投資家の投資期間が短期の場合に、バブルは発生する。
○成果を公表した出版物
Hirota・S・andS・Sunder（2007），“PriceBubblessansDividendAnchors＝EvidencefromLaboratoryStockMarkets”（2007年7
月）、JournalofEconomicDynamicsandControl，Vol．31，pp．1875－1909．
広田真一（2006）「株価がひとり歩きするマーケットとは？実験ファイナンスによる考察」、『証券アナリストジャーナル』Vol．魂，No．2，
pp．59－69．
広田真一（2007）「株価の決定メカニズム‥株式市場実験から」『実験経済学への招待』、西條辰義編、NTT出版、第3章所収
（3－5）プロジ土クトテーマ「金融市場実験」
○プロジェクトメンバー　鈴木久美（山形県立米沢女子短期大学・専任講師）、蟻川靖浩（早稲田大学大学院ファイナンス研究科・准
教授）、竹田憲史（青山学院大学国際政治経済学部・専任講師）
○実験実施日
○実験実施施設
○実験の概要
2005年6月9・28日、10月17・19日、11月21・出目
2006年6月26・29日、10月23・26日、12月13・20日
2007年1月16・18・19日
早稲田大学政治経済実験室（1号館401－2号室）
金融市場と金融制度の関連性を様々な観点から調べた。
○当該研究より得られた新しい知見
理論分析では、複数均衡であり、どの均衡が達成されるかはわからなかったが、実験を行うことにより、どの均衡が達成されるか
が観察された0また、その結果を用いて、金融システムを安定化させるための制度作成の下地となる情報が得られた。
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○成果を公表した出版物
鈴木久美・蟻川靖浩氏・竹田憲史、“APreliminaryExperimentontheRoleofALargeSpeculator”2005年・早稲田大学
21COE－GLOPE電子ワーキングペーパーシリーズNo．3．http：／／www．wasedajp／prj－GLOPE／
鈴木久美・蟻川靖浩氏・竹田憲史、“ExperimentalAnalysisontheRoleofaLargeSpeculatorinCurrencyCrises”2006年1月・
日本銀行金融研究所，IMESDiscussionPaperSeriesNo．2006－E－4　投稿中（投稿中）
鈴木久美・蟻川靖浩氏・竹田憲史、“ExperimentalAnalysisontheRoleofaLargeSpeculatorinCurrencyCrises”“Revisiting
theRoleofaLargeSpeculatorinCurrencyCrisis：FurtherExperimentalAnalysis”（投稿中）
鈴木久美“ExperimentalAnalysisonDiamondandDybvigMode1－theEffectofPublicInjection－’’（投稿準備中）
鈴木久美「銀行取付均衡に関する実験－DiamondandDybvig（1983）モデルの検証r」（投稿準備中）
◎第2章プログラムの成果の概要
